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内骨肉腫 zentralesSarcom ｝えピ周建性骨肉腫 peripheresSarcomニ大別サレル。前者ハ所
謂骨髄性E大綱胞肉腫 myelogenesRiesenzellensarccim デ，腫蕩細胞ヵ・骨髄内ニ於テ噌殖・
シ骨／皮質部ハ内カラ腰~fJ サレテ遁々§~薄トナリ全開ガ紡錘形ニ膨大シ．議ニハ骨殻ガ羊
皮紙技 pergamentartig トナリ屡々偶護骨折 spontaneFrakturテ米ス。一旦骨殻ガ破レJレ
ト臆蕩ハ全ク破竹ノ勢デ骨外ニ横ツテ上腿ガ胴程ノ太サーナツタリスル事ガアルガ，夫迄
ノ、共殻内エ輩、居シテ居Jレカラ比較的良性デアルカノ：如ク見エJレ。後者ノ周謹性骨肉腫ハ紡

























磁昔日・大腿 J 深部慢性腫張 :;J.j 
モ欠ι レントグ ン診断テハ何ク
カトイフニ，之ハ他ノ系統ニ於
テモj買値ハ随分ニイflレモノデア
Jレガ，殊ニ骨系統デハ，他系統
ニ於クJレヨリモ験計ニ利用サレ
Jl効県ーテ泉グJレモノデアJレ。月Jj・
デ此ノ患者ノレントゲン寓真テ
今一度ヨ ク観 Jレト，結接ニ見Jレ
ヤウナ骨ノ萎縮像ノ如キハ無
ク，骨ノ周建部ノ腫脹ニ一致シ
タ1寧4陰影ノ rjlニ放射線紙ニ走
Jレ津山ノ線梁ガアJレ。此ノ線梁
ハ護謀腫ナドヨリモ率ロ肉腫内
ニ於タJレ骨新生ノ；影像ト見倣ス
"Jiガ穏官 ト思ハ レJレ(i,"il参！(l1。
自Pチ此患者ニ就テハ徽毒ノ症
J{えハ少シモナク，却ツア共経過
及品庭用見カフ見テ肉腫ト診断
シ夕方ガ宜シ4；様ニ思ハレJレ。
然シ若イ・女子ニ封シテ下肢テ－
＊切断スベキカ否カア決定スJレ重大問題デアノレカ ラ，大ニ慎重ノ熊皮テ以テ診断テ下サネ
ノfナフナ4。
7-0 
336 日本外科資曲第九巻第二放
斯Jレ揚合ニ我々ハ何ワスJレカ。
共鹿デ最後ノ手段トシテ試験片切除 Probeexzisionガ、考慮：ニ上Jレ。然シ1J、サナ切片ハ時
トシアハ買IEノ病竃ア外レル3 トモアルカラ，大キク剖チ腫蕩ノ殆ンド全部テ摘出シ夕方
ガ宜シイ，殊ニ此患者ノ揚合ハ深部ニアル腫蕩ニ針シテ手術ア加へJレノデアJレカラ切除片
J大小ハ手術テ行フ上ニ於ア同ーデアルパカリデナク．腫場ノ各部テ精細ニ検査シ得Jレノ
デ甚ダ便宜デアル。
只今コ f患者二就テ試験片切除テ行ツテ見セヤウト思7o
鹿置徽毒デアレパ艦徽療法テ行フベキコトハ勿論デアJレガ，肉腫デアレパ何クスルカ。
IH来Jレダク主主ク患肢ラ除去スペキデアJレ。帥チ股関節離断ア行ハネバナラヌ。殊ニ肉臆
ハ共ノ周園テ走ル筋肉内へ接閥的percontinuitatemニ横ガリ，途ニハ共筋肉ノ起始部迄モ
侵スカ ラ根本的ユハ之等ノ 筋肉ノ附根迄全然的ニ横牲ニスル必要ガアル。倫肉腫ハ癌腫ト
ハ異リとと土之と線放射鹿置ガ比較的有効デアルカラ切断叉ハ離断後共断端／後療法トシ
テ之テ併用スル方ガ宜シ4。
〔附記試験片切除ノ結果， malign白ノ Alveolarsarkombildテ有スル骨肉腫（化骨性肉腫）
ダアルコトテ確認シタノデ左股開節デ下肢離断術7施シタ。共後切断端ノ筋肉ニ肉腫ノ：再
強テ見，ヨ｜続キ「エネルギツ シユ」ニと乙上乙ン線放射テ杭タアヰJレ。 切断端ニ再議セJI,肉
腫ハ勿論原琵琶ト同一ノモノデアル。〕
